
待望の夏のイベント「第１回北海道風車まつり」が開催される。

夏の観光イベントは、「風
ふう

風
ふう

風
ふう

裸
ら

舞
ぶ

ｉｎとままえ」以来５年ぶり。歌謡シ

ョーやキャラクターショーなど

子どもからお年寄りまで幅広く楽しめる内容が検討されている。

イベントの目玉は、色鮮やかな「花風車」。

コスモスやひまわりの「花風車」が、会場いっぱいに咲き誇る。

あなたも、参画してみませんか。



苫
前
漁
港
で
９
万
匹
放
流

留
萌
管
内
で
は
中
間
育
成
63
万
匹

「
第
１
回
北
海
道
風
車
ま
つ
り
」８
月
１
日
開
催
決
定 

は
な
は
な  
は
な
は
な  

か
ざ
か
ざ  

か
ざ
か
ざ  

ぐ
る
ま

ぐ
る
ま  

ぐ
る
ま

ぐ
る
ま  
は
な 

か
ざ 

ぐ
る
ま 

広報とままえ　６月号　2頁

とままえ温泉ふわっと
新支配人が着任
４月16日とままえ温泉ふわっ

とに三浦賢造(54歳)支配人が着
任されました。

三浦支配人は、札幌南高を卒業後、北海道道経営
専門学校でホテル経営を学び、昭和57年京王プラザ
ホテルに入社。21年間営業の第一線で活躍された。
ふわっとは「こだわりを持った施設で町のシンボル
的な存在。一度訪れたら印象深いものがあります。」
と好印象。「ホテル経営は、発掘と改善の繰り返し。
お客様中心に物事を考え、従業員一人ひとりがお客
様のために何ができるか、常に考えることが大切。」
と抱負を語ってくれた。
家族は、奥さんと娘さん２人の４人家族。娘さん

は２人とも歯科衛生士として独立され、奥さんは９
月には苫前に在住するとのこと。趣味は、釣りと家
庭菜園で、家庭では観葉樹を育ている。「まずは、町
民の方々と触れ合いながら早く解けこみたいです。」
と笑顔で答えてくれた。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
ご
利
用
の
方

に
は
必
見
で
す
。
こ
の
度
、
苫
前
町

に
初
め
て
高
速
通
信
回
線
（
ブ
ロ
ー

ド
バ
ン
ド
）
の
無
線
に
よ
る
基
地
局

が
役
場
（
苫
前
）
と
公
民
館
（
古
丹

別
）
に
設
置
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

こ
れ
ま
で
、
本
町
で
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
を
ご
利
用
の
方
は
、
接
続
や
デ

ー
タ
な
ど
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
（
取
得
）

に
時
間
を
要
し
て
い
ま
し
た
が
、
こ

の
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
導
入
に
よ
り
時

間
短
縮
が
図
ら
れ
ま
す
。

今
回
、
導
入
さ
れ
る
シ
ス
テ
ム
は

「
Ｆ
Ｗ
Ａ
」と
呼
ば
れ
る
無
線
シ
ス
テ

ム
（
ワ
イ
コ
ム
㈱
）
で
、
利
用
を
希

望
さ
れ
る
方
は
ワ
イ
コ
ム
㈱
と
の
利

用
契
約
が
必
要
と
な
り
、
月
額
二
千

六
百
四
円
の
利
用
料
（
利
用
時
間
無

制
限
）
が
必
要
と
な
る
ほ
か
、
無
線

機
の
レ
ン
タ
ル
・
取
り
付
け
工
事
料

な
ど
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
詳

し
く
は
町
商
工
会
（
五
―
四
一
二
一
）

若
し
く
は
町
企
画
振
興
課
ま
ち
お
こ

し
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
無
線
シ
ス
テ
ム
の
お
問
合
せ

ワ
イ
コ
ム
株
式
会
社

�
　
〇
一
一
―
二
八
〇
―
〇
〇
〇
五

◆
接
続
サ
ー
ビ
ス
の
お
問
合
せ

㈱
ジ
ン
オ
フ
ィ
ス
サ
ー
ビ
ス

�
　
〇
一
二
〇
―
九
一
一
―
五
二
八

ニシン
増大対策

五
月
十
三
日
苫
前
漁
港
に
お
い
て
、
北
海

道
栽
培
漁
業
羽
幌
セ
ン
タ
ー
で
中
間
育
成
さ

れ
た
ニ
シ
ン
の
稚
魚
九
万
匹
が
、
日
本
海
ニ

シ
ン
増
大
対
策
事
業
と
し
て
放
流
さ
れ
た
。

同
施
設
で
育
成
さ
れ
た
ニ
シ
ン
の
稚
魚
は
、

体
長
五
・
四
八
　
〇
・
九
四
　
。
放
流
は
、

ト
ラ
ッ
ク
内
の
水
槽
か
ら
ホ
ー
ス
で
港
内
の

生
け
す
に
移
さ
れ
、
七
　
程
度
ま
で
育
て
た

あ
と
海
へ
放
流
と
す
る
も
の
。

こ
の
放
流
事
業
は
平
成
九
年
度
管
内
二
十

四
万
匹
か
ら
年
々
放
流
数
を
増
や
し
、
昨
年

は
増
毛
や
留
萌
な
ど
で
漁
獲
量
を
伸
ば
し
て

お
り
、
漁
業
関
係
者
か
ら
は
大
き
く
期
待
が

寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
快
適
に
！

町
民
が
集
え
る
夏
の
観
光
イ
ベ
ン

ト
「
第
一
回
北
海
道
風
車
ま
つ
り
実

行
委
員
会
」（
会
長
藤
田
憲
二
〜
苫
前

町
観
光
協
会
会
長
）
が
五
月
十
四
日

苫
前
町
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
開

催
さ
れ
、
八
月
一
日
と
ま
ま
え
温
泉

ふ
わ
っ
と
前
広
場
を
会
場
で
開
催
す

る
こ
と
を
決
定
し
た
。

風
車
ま
つ
り
は
、
自
然
豊
か
な
苫

前
町
の
景
観
と
調
和
し
た
四
十
二
基

の
風
車
を
地
域
活
性
化
の
シ
ン
ボ
ル

と
し
、「
と
ま
ま
え
風
の
花
畑
」
を
テ

ー
マ
に
町
民
の
皆
様
に
ご
協
力
い
た

だ
き
、
コ
ス
モ
ス
や
ひ
ま
わ
り
な
ど

の
色
鮮
や
か
な
「
花
風
車
」
を
作
成

し
、
会
場
に
花
畑
を
設
置
す
る
構
想
。

「
花
風
車
」
は
、
商
工
会
、
女
性

団
体
、
老
人
ク
ラ
ブ
や
ま
ち
お
こ
し

グ
ル
ー
プ
、
社
会
教
育
団
体
、
各
学

校
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
十
七
、

十
八
日
の
両
日
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
広
井
敏
通
氏
（
東

京
在
住
）
を
講
師
に
作
成
講
習
会
を

実
施
し
た
。「
花
風
車
」
の
作
製
は
四

千
本
を
目
指
し
て
い
る
。

ま
た
、
当
日
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
城

之
内
早
苗
歌
謡
シ
ョ
ー
（
Ｓ
Ｔ
Ｖ
ラ

ジ
オ
公
開
録
音
）
や
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

シ
ョ
ー
が
企
画
さ
れ
て
お
り
、
同
日

上
平
共
同
利
用
模
範
牧
場
で
は
、
商

工
青
年
部
が
中
心
と
な
り
「
ホ
ー
ス

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
ｉ
ｎ
ウ
イ
ン
ビ
ラ
牧

場
」
の
開
催
も
予
定
さ
れ
、
町
内
全

体
を
会
場
と
し
た
こ
れ
ま
で
に
な
い

集
客
を
期
待
し
て
い
る
。

今
後
、
細
か
な
事
業
日
程
が
組
ま

れ
て
い
く
が
、
事
務
局
で
は
「
花
風

車
を
会
場
い
っ
ぱ
い
に
彩
る
た
め
に

は
、
よ
り
多
く
の
町
民
の
皆
様
に
花

風
車
の
作
成
に
参
画
し
て
ほ
し
い
。」

と
呼
び
か
け
て
い
る
。

「
花
風
車
」
作
成
に
ご
協
力
い
た
だ
け

る
方
ま
た
は
、
ふ
わ
っ
と
会
場
に
お

け
る
特
産
品
や
お
土
産
品
な
ど
の
出

店
希
望
者
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
詳
し
く
は
実
行
委
員
会
事
務
局

（
企
画
振
興
課
商
工
観
光
係
）
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ミ
リ

グ
ラ
ム

セ
ン
チ

ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
が

や
っ
て
く
る
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自
立
へ
の
道
並
行
協
議

中
部
３
町
村
任
意
合
併
協
議
会
に

お
い
て
合
併
の
姿
を
検
討
す
る
一
方
、

苫
前
町
の
自
立
し
た
場
合
の
姿
を
住

民
に
提
示
し
、
合
併
へ
の
是
非
の
判

断
材
料
と
す
る
た
め
、
苫
前
町
自
立

運
営
検
討
会
議
を
設
置
す
る
。

同
会
議
は
、
住
民
主
体
の
町
づ
く

り
を
観
点
に
、
農
協
、
漁
協
、
商
工

会
、
建
設
協
会
の
産
業
団
体
か
ら
十

名
、
町
内
会
や
女
性
及
び
老
人
団
体
、

社
会
福
祉
協
議
会
や
社
会
教
育
団
体

な
ど
か
ら
十
名
で
、
こ
の
他
に
公
募

な
ど
に
よ
る
委
員
を
含
め
二
十
五
名

で
構
成
さ
れ
る
。
今
後
は
、
合
併
協

議
会
の
事
務
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
併
せ

て
「
自
立
プ
ラ
ン
」
策
定
に
取
り
係

る
こ
と
と
な
り
、
急
ピ
ッ
チ
な
議
論

と
な
り
そ
う
だ
。

五
月
十
七
日
よ
り
町
内
酪
農
家
十

六
戸
か
ら
二
百
二
頭
の
牛
が
上
平
共

同
利
用
模
範
牧
場
へ
順
次
搬
入
さ
れ
、

二
十
五
日
、
体
重
測
定
な
ど
が
行
わ

れ
た
後
、
育
成
牛
、
未
経
産
牛
、
経

産
牛
の
種
類
別
に
分
け
、
広
大
な
牧

草
地
三
百
　
へ
放
牧
さ
れ
た
。

こ
の
放
牧
は
、
十
月
中
旬
ま
で
行

わ
れ
、
牛
は
広
大
な
牧
場
内
で
の
び

の
び
と
過
ご
し
、
た
っ
ぷ
り
と
牧
草

を
食
べ
、
体
重
百
　
ほ
ど
増
え
、
た

く
ま
し
く
な
っ
て
、
酪
農
家
へ
も
ど

る
こ
と
と
な
る
。

同
牧
場
内
に
は
、
三
十
九
基
の
風

車
群
が
立
ち
並
び
、
牛
と
風
車
の
共

存
す
る
風
景
が
、
道
内
を
訪
れ
る
観

光
客
の
ス
ポ
ッ
ト
と
な
っ
て
い
る
。

五
月
十
八
日
羽
幌
町
公
民
館
で
第

四
回
留
萌
中
部
合
併
協
議
会
が
開
催

さ
れ
、
継
続
協
議
と
な
っ
て
い
た
合

併
重
点
支
援
地
域
へ
の
指
定
申
請
を

行
う
こ
と
で
合
意
に
達
し
た
。

こ
の
申
請
に
伴
い
、
法
定
協
議
会

へ
の
移
行
が
明
記
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

六
月
の
各
町
村
議
会
の
議
決
に
よ
り

６
月
末
に
も
法
定
協
議
会
を
立
ち
上

げ
る
こ
と
と
な
る
。

こ
の
申
請
は
、
あ
く
ま
で
も
地
域

政
策
補
助
金
や
国
に
合
併
準
備
経
費

に
対
す
る
特
別
交
付
税
な
ど
の
財
政

支
援
を
受
け
る
た
め
で
、
合
併
を
前

提
と
し
た
も
の
で
は
な
い
。

ま
た
、
議
題
で
あ
っ
た
「
議
員
定

数
及
び
任
期
の
取
扱
い
」
に
つ
い
て

は
、
協
議
の
進
め
方
自
体
に
意
見
が

分
か
れ
、
継
続
協
議
に
な
る
と
と
も

に
、「
新
町
の
名
称
」、「
事
務
所(

役

場
）
の
位
置
」
に
お
い
て
も
同
様
に

継
続
協
議
と
な
っ
た
。

詳
し
く
は
、今
後
配
布
さ
れ
る「
合

併
協
議
会
だ
よ
り
」
か
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
な
ど
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
次
回

協
議
会
開
催
は
、
六
月
二
十
四
日
苫

前
町
公
民
館
で
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

重
点
地
域
指
定
申
請
へ

中
部
３
町
村
任
意
合
併
協
議
会

上
平
牧
場
で
放
牧
開
始

二
〇
二
頭
が
開
放
感

ヘ
ク
タ
ー
ル

キ
ロ
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五
月
九
日
会
場
と
な
っ
た
緑
ケ
丘

公
園
に
は
、
家
族
連
れ
や
職
場
の
仲

間
、
グ
ル
ー
プ
の
ほ
か
留
萌
、
羽
幌
、

遠
別
な
ど
の
近
隣
市
町
か
ら
も
含
め

約
二
千
人
が
来
場
し
た
。
会
場
に
は

コ
ン
ロ
六
十
個
が
用
意
さ
れ
、
来
場

客
は
炭
火
で
焼
か
れ
た
ジ
ン
ギ
ス
カ

ン
に
舌
鼓
を
う
ち
な
が
ら
、
苫
前
鱗

翠
会
に
よ
る
ヨ
サ
コ
イ
ソ
ー
ラ
ン
踊

り
や
か
わ
い
ら
し
い
子
供
た
ち
に
よ

る
踊
り
山
、
そ
し
て
プ
ロ
歌
手
に
よ

る
歌
謡
シ
ョ
ー
と
花
見
気
分
を
満
喫

し
た
。

道
北
随
一
の
桜
の
名
勝
と
し
て
エ

ゾ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
な
ど
約
五
百
本
が
立

ち
並
ぶ
古
丹
別
緑
ヶ
丘
公
園
で
は
、

三
分
咲
き
で
あ
っ
た
桜
も
花
見
を
楽

し
む
来
場
者
の
熱
気
と
と
も
に
、
瞬

く
間
に
花
を
咲
か
せ
、
会
場
を
一
層

盛
り
上
げ
て
い
た
。

会
場
に
は
、
商
工
会
女
性
部
や
陶

芸
サ
ー
ク
ル
な
ど
出
店
が
軒
を
連
ね
、

そ
ば
や
タ
コ
焼
き
、
陶
芸
作
品
が
提

供
さ
れ
、
中
に
は
、
桜
の
花
び
ら
を

グ
ラ
ス
に
浮
か
べ
、
花
見
酒
を
楽
し

む
方
も
。

ま
た
、
公
園
下
で
は
花
井
商
店
横

の
広
場
に
お
い
て
、
緑
花
木
や
盆
栽
、

苗
木
な
ど
の
即
売
が
行
わ
れ
、
に
ぎ

わ
い
を
見
せ
て
い
た
。

５月８日午前10時から苫前・古丹別両地区におい
て、子ども会会員222名と老人クラブ34名を含む育
成者141名が自分たちの住みなれた町をきれいにす
るためクリーン作戦を実施した。
古丹別地区では、苫前町子ども会育成連絡協議会
の早川日出利会長が「人のために何かを尽くすこと

は大切なことです。
きれいなまちづくり
に協力しましょう。」
とあいさつ。
参加した子供たち
は各町内会に分か
れ、ゴミ袋を手に桜
も芽吹く五月晴れの
中、クリーン作戦に
汗を流した。

苫前町子ども会会員ら
町内クリーン作戦

古
丹
別
婦
人
会

苫
前
幸
寿
園
慰
問

十
五
年
目

四
月
二
十
九
日
古
丹
別
婦
人
会

（
会
長
林
千
代
美
、
会
員
十
二
名
）が

苫
前
幸
寿
園
を
慰
問
し
、
こ
れ
ま
で

練
習
し
て
き
た
氷
川
き
よ
し
の
ヒ
ッ

ト
曲
を
中
心
に
歌
や
踊
り
全
十
一
曲

を
披
露
。

入
所
し
て
い
る
お
年
寄
り
五
十
名

が
、
歌
や
踊
り
に
手
拍
子
を
あ
わ
せ
、

楽
し
い
ひ
と
と
き
を
お
く
っ
て
い
た
。

こ
の
慰
問
は
「
今
年
は
い
つ
来
て

く
れ
る
の
か
？
」
と
、
お
呼
び
が
か

か
る
ほ
ど
、
お
年
寄
り
に
と
っ
て
楽

し
み
と
な
っ
て
い
る
。

林
会
長
は
「
会
員
も
こ
の
慰
問
に

向
け
て
練
習
で
き
る
の
が
楽
し
み
で
、

体
が
動
く
限
り
、続
け
て
い
き
た
い
。」

と
来
年
に
向
け
、
意
欲
を
の
ぞ
か
せ

て
い
た
。

★矢口高雄の「野生伝説」にて、この話を知りました。

当時の人々の生活の様子・恐怖を垣間見ることが

できました。 （15.6.23 長野県 男性）

★『熊嵐』を読みここに来ました。熊の模型の大き

さに恐怖を感じます。 （15.6.23 長野県 男性）

★タクシーの運転手さんに聞いてきました。

ビックリです。 （15.7.2 大阪市住之江区男性）

★昨日泊まったキャンプ場で教えてもらいました。

本当に熊が出そうで怖いです。意外と標識があっ

てから距離があり、「クマ注意」は怖かった。

（15.6.8函館市女性）

★今にも入植者の魂の声が聞こえてきそうです。今　

後もこの場所をきれいに保存してください。

（15.6.8函館市女性）

苫前町イメージアップ苫前推進協議会

～感想記帳拾い読み～その二～

お
花
見

お
花
見
・
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
満
喫

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
満
喫 
お
花
見

お
花
見
・
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
満
喫

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
満
喫 
お
花
見

お
花
見
・
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
満
喫

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
満
喫 
お
花
見
・
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
満
喫 
「
さ
く
ら
ま
つ
り
」

「
さ
く
ら
ま
つ
り
」 

で 
「
さ
く
ら
ま
つ
り
」 

で 
第33回 

この日集められたゴミは、一般ゴミ165kg、
カンビンを含む破砕ゴミ195kg。

苫前町子ども会会員ら
町内クリーン作戦
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春
の
行
楽
期
を
前
に
町
内
各
小
学

校
で
は
、
交
通
安
全
の
マ
ナ
ー
を
徹

底
し
幼
い
命
を
守
る
た
め
、
四
月
二

十
二
日
力
昼
小
学
校
を
皮
切
り
に
、

二
十
六
日
苫
前
小
学
校
、
二
十
八
日

古
丹
別
小
学
校
に
お
い
て
、
春
の
交

通
安
全
教
室
が
実
施
さ
れ
、
各
校
全

校
児
童
が
横
断
歩
道
・
交
差
点
で
の

交
通
マ
ナ
ー
や
心
構
え
を
学
ん
だ
。

古
小
（
高
木
満
校
長
・
児
童
百
十

五
名
）
で
は
高
木
校
長
あ
い
さ
つ
の

あ
と
、
古
丹
別
駐
在
所
木
村
徹
巡
査

部
長
よ
り
「
交
差
点
で
は
自
転
車
を

降
り
て
安
全
確
認
を
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。」と
交
通
安
全
へ
の
心
構
え

が
伝
達
さ
れ
、
児
童
は
町
交
通
安
全

指
導
員
（
会
長
檜
森

正
春
）
の
協
力
の
も

と
自
転
車
走
行
や
歩

道
の
渡
り
方
を
実
践

し
て
い
た
。
ま
た
、

こ
の
青
空
教
室
は
五

月
十
日
苫
前
保
育
園

で
も
行
わ
れ
て
い
る
。

横断歩道を渡る古丹別小学校の
１・２学生たち

春
の
青
空
で

交
通
安
全
教
室

五
月
二
十
三
日
午
前
十
時
よ
り
町

公
民
館
前
駐
車
場（
古
丹
別
）に
お
い

て
、
苫
前
町
消
防
団
（
団
長
小
倉
哲

志
団
員
九
十
二
名
）
総
合
演
習
が
晴

天
に
恵
ま
れ
、
森
町
長
や
議
会
議
員
、

町
内
会
長
な
ど
来
賓
三
十
名
に
見
守

ら
れ
る
中
、
団
員
五
十
四
名
が
日
ご

ろ
の
訓
練
の
成
果
を
披
露
し
た
。

屋
外
式
で
は
、
ま
ず
団
長
並
び
に

町
長
へ
の
敬
礼
及
び
人
員
報
告
、
消

防
長
へ
の
敬
礼
、
服
装
点
検
が
行
わ

れ
、
訓
練
礼
式
で
は
団
員
三
十
名
に

よ
る
、
規
律
の
執
れ
た
キ
ビ
キ
ビ
と

し
た
動
き
を
実
演
。

ポ
ン
プ
操
法
で
は
、
苫
前
分
団
五

名
に
よ
る
小
型
ポ
ン
プ
操
法
が
実
演

さ
れ
、
会
場
内
に
用
意
さ
れ
た
水
槽

か
ら
六
十
　
離
れ
た
的
ヘ
瞬
時
に
ホ

ー
ス
が
配
置
さ
れ
放
水
。
団
員
の
す

ば
や
い
動
き
に
来
賓
か
ら
も
拍
手
が

沸
き
起
こ
っ
て
い
た
。

演
習
は
そ
の
後
、
団
員
五
十
三
名

及
び
消
防
車
両
に
よ
る
町
内
の
分
列

行
進
を
行
い
、
演
習
の
締
め
く
く
り

と
な
る
模
擬
火
災
訓
練
が
北
栄
自
動

車
整
備
工
業
敷
地
内
（
字
古
丹
別
）

を
想
定
し
行
わ
れ
、
実
践
さ
な
が
ら

の
救
急
並
び
に
放
水
訓
練
に
、
見
て

い
た
町
民
の
方
々
に
も
緊
張
感
が
伝

わ
っ
て
い
た
。

引
き
続
き
公
民
館
で
の
屋
内
式
で

は
、
森
町
長
か
ら
「
住
民
の
尊
い
生

命
、
財
産
を
火
災
か
ら
守
り
、
災
害

の
な
い
町
づ
く
り
に
万
全
を
期
し
た

い
。」と
あ
い
さ
つ
し
、
来
賓
と
と
も

に
災
害
の
な
い
町
づ
く
り
を
誓
い
合

っ
た
。

７月の全道大会で好成績が期待される苫前分団小型ポンプ操法

春
の
総
合
演
習

小倉団長並びに森町長らによる服装点検

北留萌消防組合消防署苫 前 支 署　�４-２３２１
〃　　　　古丹別支署　�５-４１１９

危険物とは？
一般的に危険性を持った次の物品をいいます。
①　火災発生の危険性が大きいもの
②　火災拡大の危険性が大きいもの
③　消化の困難性が高いもの
以上のような物を危険物といいますが、意外と身近に存在
しています。次のような物は危険物を含む日用品の例です。

危険物の事故を出さないために！
家庭内にある危険物の事故を防ぐポイントには、
次のようなものがあります。

塗　料 化粧品 農　薬

家族全員で注意し、安全な生活を守りましょう！

子どもの手に届かないところに置く ふたは確実に閉める

火を止めてから給油する 使用中は火気厳禁

メ
ー
ト
ル
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五
月
十
二
・
十
三
日
の
両
日
、
士
別

市
の
温
根
別
中
学
校
（
校
長
篠
原
隆
明

校
長
）
生
徒
一
・
二
年
生
十
一
名
が
、

「
と
ま
ま
え
温
泉
ふ
わ
っ
と
」に
宿
泊
し
、

上
平
ウ
イ
ン
ド
フ
ァ
ー
ム
や
苫
前
町
卸

売
市
場
の
見
学
、
漁
船
乗
船
、
地
引
網

な
ど
を
体
験
し
た
。

こ
の
宿
泊
体
験
は
、
留
萌
管
内
の
地

域
資
源
を
活
用
し
た
参
加
型
の
体
験
学

習
事
業
を
推
進
す
る
た
め
、
留
萌
支
庁

に
お
い
て
「
オ
ロ
ロ
ン
体
験
学
習
ま
る

ご
と
図
鑑
」
を
作
成
し
、
近
隣
管
内
各

学
校
に
配
布
さ
れ
、
同
中
学
校
が
第
一

弾
と
し
て
の
取
り
組
み
。

十
三
日
早
朝
六
時
か
ら
は
、
嶋
崎
漁

業
部
（
嶋
崎
三
春
さ
ん
＝
苫
前
）
の
協

力
の
も
と
、
カ
レ
イ
の
網
外
し
体
験
が

行
わ
れ
、
生
徒
た
ち
は
カ
ッ
パ
姿
に
慣

れ
な
い
手
つ
き
で
、
悪
戦
苦
闘
し
な
が

ら
も
「
最
初
は
難
し
か
っ
た
け
れ
ど
、

コ
ツ
を
つ
か
む
と
お
も
し
ろ
い
。」と
目

を
輝
か
せ
、
何
と
か
一
つ
の
網
を
外
し

終
え
て
い
た
。

引
率
し
て
い
た
加
藤
広
幸
教
頭
も

「
日
常
で
は
体
験
で
き
な
い
こ
と
ば
か

り
。
子
供
た
ち
の
表
情
を
見
て
や
っ
て

く
だ
さ
い
。」
と
満
足
そ
う
。

こ
の
事
業
は
、
七
月
に
東
鷹
栖
中
学

校
で
も
予
定
さ
れ
て
お
り
、
普
段
体
験

す
る
こ
と
の
で
き
な
い
漁
業
体
験
が
、

山
間
部
の
学
校
か
ら
好
評
と
な
り
そ
う

だ
。

カレイの網外し体験をする子どもたち

五
月
二
十
四
日
苫
前
小
五
年
生
及

び
三
年
生
三
十
四
名
と
古
丹
別
小
五

年
生
十
八
名
の
学
社
融
合
事
業
に
よ

る
田
植
え
体
験
が
行
わ
れ
た
。

提
供
さ
れ
た
田
は
、
字
岩
見
の
花

井
秀
昭
さ
ん
（
43
歳
＝
農
業
）
の
田

ん
ぼ
十
五
　
。
稲
は
、
四
月
に
各
学

校
で
種
籾
ま
き
さ
れ
た
も
の
で
、
品

種
は
「
な
な
つ
ぼ
し
」
と
い
う
「
き

ら
ら
」
の
収
穫
量
と
「
ほ
し
の
ゆ
め
」

の
品
質
を
併
せ
持
つ
新
品
種
。
花
井

さ
ん
は
、
七
年
前
か
ら
こ
の
事
業
に

協
力
し
て
い
る
。

田
植
え
作
業
は
、
農
協
青
年
部

（
林
篤
行
会
長
）
五
名
の
協
力
の
も
と
、

五
月
晴
れ
に
恵
ま
れ
、
児
童
た
ち
は

素
足
で
田
ん
ぼ
の
中
へ
入
り
、
足
を

と
ら
れ
な
が
ら
も
苗
を
一
つ
ず
つ
丁

寧
に
植
え
て
い
っ
た
。

中
に
は
、
足
が
抜
け
ず
思
わ
ず
転

倒
し
、
泥
ま
み
れ
に
な
る
児
童
も
。

ま
た
、
田
植
え
が
終
了
し
た
児
童

か
ら
順
次
、
田
植
え
機
の
試
乗
体
験

も
行
わ
れ
、
楽
し
い
農
業
体
験
と
な

っ
て
い
た
。

こ
の
事
業
で
は
、
今
後
七
月
に
生

育
調
査
、
九
月
に
は
稲
刈
り
体
験
が

予
定
さ
れ
て
お
り
、
米
作
り
を
一
連

し
て
体
験
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

収
穫
さ
れ
た
米
は
、
両
小
学
校
の

各
種
事
業
な
ど
に
活
用
さ
れ
る
。

田植え体験をする子どもたち

士
別
市
温
根
別
中
が
ふ
わ
っ
と
で
宿
泊
研
修

カ
レ
イ
の
網
外
し
に
悪
戦
苦
闘

学
社
融
合
事
業
で
農
業
田
植
え
体
験

田
ん
ぼ
で
足
を
取
ら
れ
歓
声
！

田
ん
ぼ
で
足
を
取
ら
れ
歓
声
！

カ
レ
イ
の
網
外
し
に
悪
戦
苦
闘

昨年に引き続き、５月26日チャレンジデ
ーが実施され、町内各学校や各保育所、苫前
幸寿園、厚生病院や町内各職場、各スポーツ
団体など全町的に取り組まれました。
20日には、対戦相手の島根県吉田村の堀

江眞村長と森町長の電話でのエール交換が行
われ、互いの健闘を誓い合い、26日午前０
時スタート。各家庭や職場でのウオーキング
やラジオ体操などの参加も多く、運動を通し
て健康を考えるきっかけになったのではない
でしょうか。
全国では、94市町村４自治区983,737名

が参加し、参加率平均63.5％となっています。
対戦結果は次のとおりです。

苫前町

人口：4313人

参加：1971人

参加率：45.7％

吉田村（島根県）

人口：2396人

参加：1587人

参加率：66.2％

葛巻町（岩手県）

人口：8793人

参加：6029人

参加率：68.6％

古丹別保育所での連続運動サーキット

橋場産業㈱職場でのウオーキング

厚生病院でのリハビリ体操

苫前中学校学年別対抗縄跳び大会

古丹別中学校でのタンブリング練習

留萌中部3町村ゲートボール大会

ア
ー
ル
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苫前町教育委員会 社会教育課　　　電話　5－4076
E-mail：tph@jasmine.ocn.ne.jp　　HPアドレス：http://www1.ocn.ne.jp/̃tomamae/

～あなたの生涯学習、応援します～ お問い合わせ・ご相談は… 

第４回留萌管内スポーツフェスタ夏季大会

B&G海洋センターからのお知らせ

～とままえパソコン塾の開催予定 ～

◇◇◇各スクールの開催予定◇◇◇

とままえスイミングスクール
６　月　　（毎週水・金曜日）
午後・夜間の２コース
アクアウォーキングスクール
７　月　　（毎週水曜日）
定員：２０名（女性のみ）
とままえジュニアスイミングスクール
８月（上旬）午前・午後の２コース
定員：各コース３０名

※６月の開館は平日：午後・夜間
土日：午前・午後・夜間

「ある愛の詩」新堂冬樹 著
「インストール」綿矢りさ 著
「硝子のハンマー」貴志裕介 著
「幽霊博物館」赤川次郎 著
「免疫を高めると病気は必ず治る」マキノ出版
「楽うまおかず定番＆応用321」主婦の友社
「英語で日記を読んでみる」オフィスサウス編

※移動図書室の時間がかわります。
～毎月第２・４水曜日～
苫前小学校：１４：３０～１５：３０
苫前保育園：１５：４０～１６：４０

図書室からのお知らせ
～　　新　刊　案　内　　～

今年度は苫前町が開催地となり、各種会場等は次のとおりです。

◇平成16年6月27日（日）9:00～
◇開会式：苫前町スポーツセンター

○軟 式 野 球（男子）：苫前町野球場
○バレーボール（男子）：苫前町スポーツセンター
○卓　　　　球（男女）：古丹別中学校体育館
○ミニバレー（女子）：苫前中学校体育館
○パークゴルフ（男女）：苫前パークゴルフ場
○ゲートボール（男女）：苫前ゲートボール場
○ソフトボール（女子）：羽幌町南町運動広場

７月：ウィンドウズ入門（古丹別小学校）パソコンの基礎知識
８月：ワード基礎（苫前小学校）日本語入力・簡単な文書の作成
９月：一太郎基礎（古丹別小学校）日本語入力・簡単な文書の作成
１０月：エクセル基礎（苫前小学校）表計算の操作・関数の活用
１１月：年賀状作成（苫前小学校）文面の作成・宛名の管理
１２月：年賀状作成（古丹別小学校）文面の作成・宛名の管理
１月：インターネット基礎（古丹別小学校）ホームページや電子メールの活用
２月：インターネット基礎（苫前小学校）ホームページや電子メールの活用
※開催日程は各講座ごとに詳細をご案内します。
都合により内容を変更することがあります。

スポーツセンターからのお知らせ

各競技開始　　１０：００～
競技終了後各会場にて閉会式

公民館からのお知らせ
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今
月
の
担
当
は
加
藤
保
健
師
長
で
す
。 

「
エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
症
の 

　
　
　
　
　
　  

知
識
と
予
防
」 

健　　康 
ばんざい 

る
と
上
腹
部
の
不
快
感
や
膨
満
感
が

で
て
き
ま
す
が
、
普
通
の
生
活
に
は

特
に
支
障
が
な
い
た
め
、
治
療
の
時

期
が
遅
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま

す
。自

覚
症
状
の
な
い
う
ち
に
、
早
期

発
見
す
る
た
め
に
も
、
町
で
は
、
エ

キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
症
の
検
診
を
行
っ
て

い
ま
す
。
対
象
の
地
区
を
決
め
、
五

年
に
一
回
受
診
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。
今
年
は
力
昼
地
区
で
す

の
で
、
小
学
校
三
年
以
上
の
方
は
、

「
ム
ツ
ゴ
ロ
ウ
動
物
王
国
」
が
東

京
へ
の
転
居
に
あ
た
り
、
当
初
よ
り

遅
れ
た
理
由
に
、
エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス

症
の
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

北
海
道
で
は
、
他
の
地
方
に
あ
ま

り
見
ら
れ
な
い
エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
症

と
い
う
病
気
が
あ
り
、
北
海
道
の
多

く
の
市
町
村
が
汚
染
地
域
と
な
っ
て

い
ま
す
。

図
の
よ
う
に
、
エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス

が
寄
生
し
た
キ
ツ
ネ
や
そ
の
糞
に
直

接
さ
わ
っ
た
り
、
糞
に
汚
染
さ
れ
た

山
菜
や
沢
水
を
そ
の
ま
ま
口
に
す
る

と
、
肝
臓
に
幼
虫
が
寄
生
し
て
エ
キ

ノ
コ
ッ
ク
ス
症
を
引
き
起
こ
す
危
険

が
あ
り
ま
す
。

今
で
は
、
市
街
地
に
も
キ
ツ
ネ
を

見
か
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
家

の
周
り
の
野
菜
な
ど
も
同
じ
よ
う
に

考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
が
寄
生
し
て
も
、

す
ぐ
に
自
覚
症
状
は
な
く
、
数
年
か

ら
十
数
年
潜
伏
期
が
あ
り
ま
す
。

や
が
て
肝
臓
の
中
で
し
こ
り
に
な

是
非
受
け
て
く
だ
さ
い
。

◇
生
水
、
野
菜
や
果
物
、
山
菜
な
ど

は
、
生
の
ま
ま
口
に
し
な
い
。

①
外
出
の
後
は
、
手
を
よ
く
洗
う
。

②
果
物
や
野
菜
な
ど
は
、
よ
く
洗
う

か
十
分
熱
を
加
え
て
か
ら
食
べ
る
。

（
卵
は
熱
に
弱
く
、
煮
沸
で
死
滅
し
ま

す
。）

③
沢
水
や
小
川
の
水
な
ど
の
生
水
は
、

飲
ま
な
い
。
飲
む
場
合
は
、
煮
沸
し

て
か
ら
飲
む
よ
う
に
す
る
。

◇
キ
ツ
ネ
に
は
近
づ
か
な
い
、
近
づ

け
な
い
。

キ
ツ
ネ
は
人
家
に
近
づ
き
、
糞
と

一
緒
に
卵
を
撒
き
散
ら
す
の
で
危
険

で
す
。
餌
に
な
る
残
飯
や
生
ゴ
ミ
を

放
置
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◇
犬
の
放
し
飼
い
は
し
な
い
。

犬
が
ね
ず
み
を
食
べ
る
こ
と
の
な

い
よ
う
放
し
飼
い
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

◎
感
染
経
路

◎
予
防
方
法

◎
早
期
発
見
・
早
期
治
療

◎
症
　
状

口
腔
健
康
調
査
に
ご
協
力
を
！

北
海
道
大
学
大
学
院

歯
学
研
究
科
で
実
施

食
事
や
栄
養
は
、
健
康
状
態
に
大

き
く
関
係
し
て
い
ま
す
。
き
ち
ん
と

噛
ん
で
食
べ
る
こ
と
は
、
健
康
の
源

に
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
健
康
状
態
は
医
療
費
に
も

影
響
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
六
十
五
歳
以
上
の
高
齢

者
の
歯
や
口
の
健
康
状
態
と
全
身
の

健
康
状
態
の
関
係
を
明
ら
か
に
す
る

と
と
も
に
、
歯
や
口
の
健
康
状
態
と

医
療
費
と
の
関
係
を
明
ら
か
に
す
る

た
め
、
七
月
二
十
日
か
ら
三
十
一
日

ま
で
の
間
、
各
町
内
会
施
設
な
ど
を

利
用
し
、
高
齢
者
口
腔
健
康
調
査
を

実
施
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

調
査
は
北
海
道
大
学
大
学
院
歯
科

研
究
科
が
主
体
と
な
っ
て
、
問
診
、

ア
ン
ケ
ー
ト
、
簡
単
な
体
力
測
定
、

栄
養
状
態
に
つ
い
て
の
血
液
検
査
、

歯
、
口
の
中
の
審
査
、
噛
む
力
の
測

定
の
調
査
が
行
わ
れ
ま
す
。

対
象
者
は
、
介
護
認
定
を
受
け
て

い
な
い
自
立
さ
れ
て
い
る
高
齢
者
が

対
象
で
費
用
は
無
料
と
な
っ
て
お
り
、

元
気
な
高
齢
者
な
ら
誰
で
も
調
査
に

伴
う
検
診
が
受
け
ら
れ
、
対
象
者
全

員
に
案
内
状
が
送
ら
れ
ま
す
。

是
非
、
こ
の
調
査
に
ご
協
力
い
た

だ
く
と
と
も
に
、
こ
の
機
会
に
お
口

の
中
の
健
康
を
チ
ェ
ッ
ク
さ
れ
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

各
地
区
で
予
定
さ
れ
て
い
る
検
診

及
び
調
査
日
程
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
七
月
二
十
日
（
火)

港
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー

■
七
月
二
十
一
日
（
水)

小
川
研
修
セ
ン
タ
ー

力
昼
生
活
館

■
七
月
二
十
二
〜
二
十
三
日
（
木
・
金
）

苫
前
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
七
月
二
十
六
日
（
月
）

上
平
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

香
川
研
修
セ
ン
タ
ー

旭
克
雪
セ
ン
タ
ー

■
七
月
二
十
七
日
（
火
）

栄
浜
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー

昭
和
住
民
セ
ン
タ
ー

豊
浦
生
活
館

長
島
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー

■
七
月
二
十
八
〜
三
十
日
（
水
〜
金
）

苫
前
町
公
民
館

■
七
月
三
十
一
日
（
土
）

東
川
町
内
会
館

岩
見
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

三
渓
へ
き
地
保
健
福
祉
館

九
重
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

詳
し
く
は
、
町
民
課
け
ん
こ
う
係

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

高齢者

歯や口の
健康チェックを！
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つくろう健康　幸せの未来づくり

国民健康保険・老人保健ガイド

す
こ
や
か
ラ
イ
フ 

国
保
Ｑ
＆
Ａ

Ｑ
　
病
院
な
ど
に
入
院
し
た
と
き
に

か
か
る
食
事
代
が
一
部
患
者
負
担

と
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
が
？

Ａ
　
入
院
中
の
食
事
代
に
つ
い
て
は
、

診
療
な
ど
の
医
療
費
に
か
か
る
一

部
負
担
金
（
国
保
加
入
者→

三
割
、

三
歳
未
満
の
乳
幼
児→

二
割
、
七

十
歳
以
上
の
一
般
の
方→

一
割
、

七
十
歳
以
上
の
一
定
以
上
所
得
者
　

→
二
割
）
と
は
別
に
左
表
の
負
担

金
を
入
院
時
食
事
療
養
費
と
し
て

病
院
な
ど
に
支
払
っ
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
に

該
当
す
る
場
合
は
、
苫
前
町
国
保

（
老
人
健
康
保
険
該
当
者
は
苫
前

町
）
の
発
行
す
る
「
減
額
認
定
証
」

を
保
険
証
な
ど
に
添
え
て
病
院
な

ど
の
窓
口
に
提
示
し
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
減
額
認
定
証
の
交
付
申
請

は
、
印
鑑
・
保
険
証
な
ど
を
持
参

の
う
え
役
場
町
民
課
ま
た
は
古
丹

別
支
所
の
窓
口
で
手
続
き
を
行
っ

て
下
さ
い
。（
認
定
証
の
有
効
期
間

の
始
期
の
関
係
上
、
入
院
し
た
日

の
属
す
る
月
の
末
日
ま
で
に
申
請

し
て
下
さ
い
。）

ま
た
、
こ
の
証
の
有
効
期
限
は

申
請
が
あ
っ
た
月
の
属
す
る
年
の

翌
年
の
七
月
末
日
（
一
月
か
ら
七

月
ま
で
に
交
付
を
受
け
た
場
合
は

そ
の
年
の
七
月
末
日
）
と
な
っ
て

い
ま
す
の
で
、
す
で
に
認
定
証
の

交
付
を
受
け
て
い
る
方
で
引
き
続

き
入
院
さ
れ
て
い
る
方
は
、
至
急

交
付
申
請
を
さ
れ
る
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

★入院時食事療養費の自己負担（１日あたり）

※高額療養費の支給の対象にはなりません。

●住民税非課税世帯等の方の減額認定制度
住民税非課税世帯等の方は、入院時食事療養費の
自己負担額が次のように軽減されます。

★住民税非課税世帯等の方の自己負担（１日あたり）

（世帯の所得が一定基準以下の方を含む）
※高額療養費の支給の対象にはなりません。

一般加入者 780円

住民税
非課税
世帯等

９０日までの入院 650円

９０日を超える入院
（過去12か月の入院日数）

住民税非課税世帯等で老齢福祉年金受給者

500円

300円

介護保険･福祉 

お問合せ

苫前町役場町民課しあわせ係

01646-4-2215（内線273）まで

介護保険制度では、65歳以上に
なると原因を問わずにサービスを利
用することができます。
また、40歳から64歳の方は、老

化に起因する特定疾病により介護が
必要になった場合、利用できます。
なお、介護保険サービスを利用す

るには、要介護認定が必要です。

ここでは苫前町で利用できる在宅サービスを紹介します。

◆訪問介護（ホームヘルパー）
ホームヘルパーが家庭を訪問し、
介護や家事などの身の回りの援助
を受けられます。

◆訪問看護
看護師や保健師などが家庭を訪問
し、看護の支援を受けられます。

◆居宅療養管理指導
医師や歯科医師、薬剤師などが
家庭を訪問し、療養上の管理、
指導を行います。

◆福祉用具の貸与
車イスやベッドなどの福祉用具
の貸付を受けられます。

◆通所介護（デイサービス）
デイサービスセンターなどで、入
浴、食事の提供、機能訓練などの
サービスが受けられます。

◆福祉用具購入費の支給
排泄や入浴に使われる用具の購入
費（1年間につき10万円を上限）
の支給を受けられます。

◆短期入所生活介護（ショートスティ）
介護老人福祉施設などの福祉施設に短
期入所し、日常生活の介護や機能訓練
が受けられます。

◆住宅改修費の支給
家庭での手すりの取り付けや段差の解
消などの、小規模な改修の費用（改修
時に住んでいる住宅において20万円
を上限）の支給を受けられます。

不明な点などありましたら、町民
課内の在宅介護支援センターまで
気軽にご照会ください。

介護保険で在宅での利用できるサービスは？



苫前町の交通事故情報
平成16年４月末現在

交通事故死ゼロ日数は

４月30日現在で713日

発生件数

２件

死者数

０人

負傷者数

２人

住まいる
ス マ イ ル

情報
I n f o r m a t i o n
住まいる
ス マ イ ル

情報
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なお、5月2日奥津での死亡事故により
715日で記録は途絶えてしまいました。

６月は「外国人労働者問題啓発月間」です。
外国人労働者の敵名雇用・労働条件の確保と
不法就労の防止にご理解とご協力を！

近年、経済社会の国際化の進展に伴い、就労を目的と
して入国・在留する外国人は増加傾向にあり、わが国の
労働市場に及ぼす影響も大きくなっています。
一般に外国人労働者は、日本語や労働慣行に習熟して
いないことから、就労に当たって適正な雇用・労働条件
が確保されないケースなど、各種のトラブルなどが生じ
ているほか、不法就労者も依然として高水準で推移して
います。
このため、毎年６月を「外国人労働者問題啓発月間」
と定め、各種啓発活動に取り組むこととし、事業主の
方々をはじめ、国民皆様に外国人労働者の適正な就労の
促進と不法就労の防止などへのご理解とご協力をお願い
いたします。詳しくは、お近くのハローワーク（公共職
業安定所）までお問い合わせください。

覚
せ
い
剤
な
ど
の
薬
物
乱
用
問
題

は
、
人
間
の
生
命
は
も
と
よ
り
、
社

会
や
国
の
安
定
を
脅
か
す
な
ど
、
深

刻
な
社
会
問
題
の
一
つ
で
あ
り
、
好

奇
心
に
よ
る
乱
用
が
学
生
や
主
婦
に

ま
で
広
が
る
な
ど
、「
第
三
次
覚
せ
い

剤
乱
用
期
」
の
深
刻
な
情
勢
が
続
い

て
い
ま
す
。

薬
物
の
恐
ろ
し
さ
を
知
ら
ず
「
一

度
だ
け
な
ら
」
と
い
う
安
易
な
気
持

ち
か
ら
手
を
出
し
て
薬
物
に
と
り
つ

か
れ
、
た
っ
た
一
度
の
こ
と
で
死
に

至
っ
た
り
、
や
め
て
か
ら
数
年
後
に

後
遺
症
が
現
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

薬
物
乱
用
は
、
絶
対
に
や
め
ま
し

ょ
う
！

羽
　
幌
　
警
　
察
　
署

参
議
院
議
員
通
常
選
挙
実
施
本
部
を
設
置

第１投票区（苫前･栄浜･旭）
第２投票区（古丹別）

第４投票区（上平）
第７投票区（三渓）
第８投票区（岩見）
第９投票区（東川）
第10投票区（豊浦･興津･昭和）
第11投票区（小川）

第３投票区（力昼）
第５投票区（香川･長島）
第６投票区（九重）
第12投票区（港･三豊）

投　票　区　名 投票終了時刻の変更内容

午後８時 → 午後７時

午後６時 → 午後５時

従来どおり午後6時

第20回参議院議員選挙における町内各投票所投票終了時刻 苫
前
町
選
挙
管
理
委
員
会
は
、

六
月
二
日
役
場
庁
舎
内
に
「
参

議
院
議
員
通
常
選
挙
苫
前
町
実

施
本
部
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

第
二
十
回
参
議
院
議
員
選
挙
は
、

六
月
二
十
四
日
公
示
、
七
月
十

一
日
投
開
票
が
見
込
ま
れ
て
い

ま
す
。

今
回
の
選
挙
か
ら
一
部
の
投

票
所
で
投
票
終
了
時
刻
の
繰
上

げ
を
次
の
表
の
と
お
り
予
定
し

て
い
ま
す
の
で
、
該
当
す
る
有

権
者
の
方
々
は
ご
注
意
願
い
ま

す
。今

後
の
日
本
の
進
路
を
左
右

す
る
大
切
な
選
挙
で
す
。
期
日

前
投
票
制
度
な
ど
を
積
極
的
に

ご
活
用
い
た
だ
き
、
忘
れ
ず
に

投
票
し
ま
し
ょ
う
！

６月は「外国人労働者問題啓発月間」です。

5月2日午後７時55分頃、苫前町字興津の国道232号
線において、多目的レジャー者（RV車）が路外に逸脱
し、運転していた25歳男性が車外に投げ出され、全身
打撲により死亡するという悲惨な事故がありました。
道内においても、昨年に比べ死亡交通事故が増加し
ており、これから各産業の活動期及び行楽シーズンを
迎えることから、スピードの出し過ぎ、安全不確認が
原因の死亡交通事故の多発が懸念されます。
悲惨な死亡交通事故を防ぐため、次の点を再度ご確
認ください。
○スピードを押さえ、法定速度・指定速度を厳守する。
○シートベルトは、あなたの命綱。しっかり装着する。
○飲酒運転は、絶対にしない、させない。
○デイライト運動を実践し、安全運転を励行する。
○歩行者は、道路を横断するに当たっては、信号及び
左右の安全確認を十分に行う。また、夜間の外出は、
明るい服装で夜間反射板をつけてください。
○自転車の方は、一時停止場所では確実に停止をして
ください。また、夜間のは電灯を必ず点灯してくだ
さい。

羽幌警察署

警察署から交通事故防止へのお願い
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住
所

馬
　
場
　
和
　
行
（
古
丹
別
）
西
　
舘
　
美
　
香
（
古
丹
別
）

岡
　
田
　
勇
　
介
（
羽
幌
町
）
瀬
　
川
　
絵
梨
子
（
苫
　
前
）

氏
名（
夫
）

住
所

氏
名（
妻
）

末
長
く
お
幸
せ
に

苫
前
町
へ
の
寄
付

○
苫
　
前
　
猪
　
股
　
正
　
博
　
様

○
古
丹
別
　
青
　
木
　
和
　
雄
　
様

社
会
福
祉
協
議
会
へ
の
寄
付

○
苫
　
前
　
川
　
村
　
ヨ
　
シ
　
様

○
苫
　
前
　
西
　
田
　
ヨ
　
シ
　
様

各
町
内
会
等
へ
の
寄
付

（
港
町
内
会
へ
）

○
苫
　
前
　
増
　
川
　
利
二
郎
　
様

○
苫
　
前
　
川
　
村
　
ヨ
　
シ
　
様

○
苫
　
前
　
西
　
田
　
ヨ
　
シ
　
様

(

力
昼
町
内
会
へ
）

○
力
　
昼
　
小
　
林
　
　
　
修
　
様

○
古
丹
別
　
留
萌
地
区
間
伐
材
生
産

加
工
協
同
組
合
理
事
長

松
　
尾
　
忠
　
司
　
様

(

栄
浜
町
内
会
へ
）

○
栄
　
浜
　
横
　
内
　
セ
　
キ
　
様

(

旭
町
内
会
へ
）

○
苫
　
前
　
金
　
子
　
こ
ず
え
　
様

老
人
ク
ラ
ブ
へ
の
寄
付

（
港
老
人
ク
ラ
ブ
へ
）

○
苫
　
前
　
川
　
村
　
ヨ
　
シ
　
様

○
苫
　
前
　
西
　
田
　
ヨ
　
シ
　
様

（
栄
浜
老
人
ク
ラ
ブ
へ
）

○
栄
　
浜
　
横
　
内
　
セ
　
キ
　
様

(

古
丹
別
老
人
ク
ラ
ブ
へ)

○
古
丹
別
　
中
　
野
　
愛
　
子
　
様

ご
厚
志
に
感
謝
し
ま
す

納期内納入にご協力願います。

http://www3.town.haboro.hokkaido.
jp/gappei/index.htm

留萌中部３町村任意合併協議会
ホームページアドレス

6月 町税の納期
今月は道民税の
納入月です

住
所

戸
籍
の
小
箱

水
谷
　
綜
太

そ
う
た

邦
克
／
優
香
４
月
23
日
東
　
川

小
笠
原
新
菜

に
い
な

伴
実
／
由
美
子

４
月
20
日

旭

嶋
崎
　
彩
那

あ
や
な

薫
／
千
春
５
月
８
日

旭

氏
　
名

父
・
母

出
生
日

ご
成
長
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

長男二女長女

慎
ん
で
お
悔
み

申
し
上
げ
ま
す

本
間
　
タ
マ
（
93
歳
）
４
月
15
日

苫
　
前

伊
藤
　
義
勝
（
87
歳
）
４
月
11
日

旭

中
野
　
英
三
（
88
歳
）
４
月
17
日

古
丹
別

増
川
　
節
子
（
68
歳
）
４
月
18
日

苫
　
前

小
林
　
秋
子
（
57
歳
）
４
月
22
日

力
　
昼

真
鍋
　
フ
ミ
（
92
歳
）
４
月
29
日

古
丹
別

西
田
清
次
郎
（
84
歳
）
５
月
１
日

苫
　
前

青
木
　
修
子
（
55
歳
）
５
月
３
日

古
丹
別

山
本
ヨ
シ
子
（
79
歳
）
５
月
７
日

苫
　
前

横
内
　
福
蔵
（
88
歳
）
５
月
８
日

栄
　
浜

矢
田
　
常
一
（
73
歳
）
５
月
10
日

九
　
重

冨
田
　
弘
則
（
57
歳
）
５
月
11
日

古
丹
別

檜
森
　
な
よ
（
85
歳
）
５
月
12
日

旭

氏
名

年
齢

死
亡
日

住
所

役場へのお問い合わせは
電話直通ダイヤルで！

◎町長・助役
総務財政課（総務グループ）

４－２２１１
◎総務財政課（財政グループ）

４－２２１３
◎企画振興課　　４－２２１２
◎出　納　室　　４－２２１４
◎町　民　課　　４－２２１５
◎農林水産課・農業委員会

４－２３１４
◎建　設　課　　４－２３１５
◎教育長・教育委員会管理課

４－２３８４
◎議　　　会　　４－２３８５
◎社会福祉協議会４－２３８７

税　務　職　員　募　集
札幌国税局では、税務職員を募集していま
す（採用後、税務大学校普通科へ入校）。人
事院が実施する国家公務員採用第Ⅲ種（税
務）試験の最終合格者の中から採用されま
すが、採用試験の概要は次のとおりです。

◇受験資格
昭和59年4月2日から昭和62年4月1日
生まれの高等学校卒業程度の者
◇受験申込期間
６月２２日～６月２９日
◇受験申込先
〒060-0042
札幌市中央区大通西１２丁目
人事院北海道事務局(011-241-1248)
◇第１次試験　　９月　５日
《教養試験・適性試験・作文試験》
◇第２次試験　１０月１４～２１日
《人物試験・身体検査》
申込用紙の請求など詳しいことは、留萌
税務署総務課までお尋ねください。

新
規
学
校
卒
業
者
対
象
と
す
る

求
人
申
込
は
お
早
め
に
！

新
規
学
校
卒
業
者
に
対
す
る
求
人

申
込
の
受
付
が
次
の
と
お
り
開
始
さ

れ
ま
す
の
で
、
事
業
主
の
皆
様
は
早

め
に
求
人
申
込
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。採

用
に
当
た
り
ま
し
て
は
、
本
人

の
適
性
、
能
力
な
ど
を
中
心
に
公

平
・
公
正
な
選
考
が
な
さ
れ
、
障
害

者
に
対
し
て
も
格
別
の
考
慮
が
な
さ

れ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

一
、
新
規
高
等
学
校
卒
業
者
に
係
る

推
薦
及
び
選
考
開
始
期
日

①
求
人
申
込
の
受
理
開
始

六
月
二
十
日

②
求
人
者
へ
の
求
人
票
控
え
交
付

七
月
　
一
日
以
降

③
安
定
所
受
理
求
人
の
学
校
提
示

七
月
　
一
日
以
降

（
学
校
提
示
以
降
学
校
訪
問
開
始
）

④
推
薦
開
始

九
月
　
五
日

⑤
選
考
開
始

九
月
十
六
日

※
新
規
中
学
校
卒
業
者
は
十
二
月
一

日
と
な
り
ま
す
。

⑥
採
用
内
定
開
始

選
考
開
始
と
同
日
以
降

二
、
就
業
開
始
日

新
規
高
等
学
校
卒
業
者
は
、
卒
業

後
と
す
る
こ
と
。

※
新
規
中
学
校
卒
業
者
は
、
平
成
十

七
年
四
月
一
日
以
降
。

三
、
選
考
結
果
通
知

選
考
後
は
、
採
用
内
定
取
り
消
し

が
生
じ
な
い
よ
う
十
分
配
慮
し
つ
つ
、

速
や
か
に
採
否
を
決
定
し
、
選
考
を

受
け
た
生
徒
へ
通
知
す
る
こ
と
。

留
萌
公
共
職
業
安
定
所
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このコーナーは、町内の保

育所（園）や小中学校の園

児や児童生徒の作品を紹介

します。ひとりでも多くの

作品を紹介したいと思って

います。

７月号の予定は古丹別小学

校の児童のみなさんです。

苫前保育園の園児の作品

風力発電の売電状況
（町営分）

16年の実績（１～４月分）
２１，８０１，９０５円

平成16年４月分の実績
・供給電力量
３６０，８７０ｋＷｈ
４，５２８，０１５円

（設備利用率１９．０４％）

『自由画』

いつきおねえちゃ
んとかずまくんが
自転車にのってい
るところです。 青組５才

もりかずまくん

『母の日の
プレゼント』

おかあさん鳥とひ
よこがうまくでき
ました。

赤組２才

よしだがくくん

『自由画』

こうあちゃんの大
好きなタンクロー
リーです。

青組４才

まつだこうあくん

『自由画』

まなちゃんが大き
なコップで牛乳を
のんでいるところ
です。 青組４才

もりまなちゃん

『自由画』

りんごの木と
なんでもなる
くだものの木
です。

藤組５才

きたむらかいとくん

六
月
と
い
え
ば
運
動
会
。
毎
週
日
曜

日
に
は
、
町
内
の
各
小
中
学
校
の
グ

ラ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
る
。
▽
各
家
庭

で
は
、
子
ど
も
の
晴
れ
姿
に
ビ
デ
オ

カ
メ
ラ
や
お
弁
当
の
準
備
に
追
わ
れ

る
こ
と
も
。
▽
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
の

取
り
組
み
の
中
で
、
古
丹
別
中
学
校

が
伝
統
の
タ
ン
ブ
リ
ン
グ
（
組
体
操
）

の
練
習
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
と

て
も
懐
か
し
か
っ
た
で
す
。
▽
伝
統

と
い
え
ば
、
来
年
三
月
に
閉
校
と
な

る
力
昼
小
学
校
で
は
、
六
月
十
三
日

最
後
の
運
動
会
と
な
り
ま
す
。
▽
開

校
百
二
十
年
を
誇
る
同
校
の
運
動
会

は
、、
こ
れ
ま
で
地
域
の
運
動
会
と
し

て
も
親
し
ま
れ
、
こ
れ
ま
で
も
多
く

の
住
民
が
参
加
し
て
き
ま
し
た
。
▽

力
昼
で
生
ま
れ
育
っ
た
私
に
と
っ
て

も
感
慨
深
い
も
の
が
あ
り
、
そ
の
歴

史
を
偲
び
た
い
と
思
い
ま
す
。

編
集
雑
記
帳

ちびっこギャラリー

ち
び
っ
こ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

ち
び
っ
こ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

ち
び
っ
こ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

ちびっこギャラリーちびっこギャラリー

『さくら』

楽しそうにゆ
っくりとポン
ポンを使って
さくらの木を
作りました。

黄組３才

コース･ナッジャちゃん

『さくら』

さくらの木の
下で遊んでい
るところで
す。

藤組５才

さとうまゆちゃん

『さくら』

さくらの木の
下で遊んでい
るところで
す。

藤組５才

こばやししのちゃん


